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HIPRACでは、院内の様々な課題を解決するため、各種委員会・ワーキングを立ち上げています。

今回は診療ワーキングの活動について紹介いたします。

区分 名称 目的

委員会

医療安全管理委員会 ・医療事故防止、インシデント、アクシデント検討など

放射線安全管理委員会 ・放射線診療上の安全管理、職員の放射線障害防止など

情報システム委員会 ・放射線治療・医療情報システムの確認、課題検討など

広報委員会 ・HIPRAC通信作成、他施設や県庁への広報方法検討など

ワーキング

感染管理ワーキング ・医療環境の整備、職員教育・指導など

診療ワーキング ・業務改善、医療の質・患者サービスの向上など

QAワーキング ・放射線治療に伴う事故の防止、治療レベルの確保など

診療ワーキングとは、医師、看護師、放射線技師から構成し、
業務改善や医療の質・患者サービスの向上を目的に毎月話し
合いを行っています。日々の診療や治療の中で、それぞれ

スタッフが気付いたことや改善点などの議題を持ち寄り、職種
の垣根を越え、積極的に意見交換を行っています。

令和２年２月２６日（水） 感染対策研修会を開催しました！

日常の診療や治療において、患者と濃厚に接触する機会の多い医療者は、自身が感染しないよう、
そして院内感染の媒体とならない為にも、感染予防に対する十分な知識と技術を持ち、適切な予
防方法の選択と実践及び環境整備を行う必要があります。最近では新型コロナウイルスの感染が
注目を集めています。感染経路として①飛沫感染②接触感染があります。感染予防として重要な
ことは、①手洗い②普段の健康管理③適切な湿度を保つことです。また、他の人にうつさないため
に必要なことが、咳エチケットです。正しくマスクを着用し、感染の蔓延を防ぎましょう。

今回、感染管理ワーキンググループを中心に手指衛生についての講習会を開催しました。手指衛
生についての基礎知識の研修後に、実際に手洗いチェッカーを用いて、正しく手洗いができている
かを確認しました。スタッフ一人一人が普段の手洗いを見直し、感染予防への意識付けとなる研
修でした。


